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生
い

きものが「変
へん

態
たい

」するのは何
なん

のため?
こどもからおとなになるまでに、時

じ

期
き

によって体
からだ

の形
かたち

を変
か

えることを「変
へん

態
たい

」といい
ます。体

からだ

の形
かたち

を変
か

えるのは、成
せい

長
ちょう

する中
なか

で、そのときの役
やく

割
わり

にあった体
からだ

のつくりにする
ためです。変

へん

態
たい

する生
い

きものは多
おお

くの場
ば

合
あい

、こどものときは、エサをたくさん食
た

べて体
からだ

を大
おお

きくするのにむいている形
かたち

になります。また、おとなのときは、結
けっ

婚
こん

相
あい

手
て

と出
で

会
あ

い、
自
じ

分
ぶん

の子
し

孫
そん

を残
のこ

すのに必
ひつ

要
よう

な体
からだ

のつくりになります。

さなぎになって
から

成
せい

虫
ちゅう

に変
へん

身
しん

どんな生
い

きものが
変
へん

態
たい

するの？
昆
こん

虫
ちゅう

のなかまの中
なか

には、幼
よう

虫
ちゅう

と成
せい

虫
ちゅう

で大
おお

き
く姿

すがた

を変
か

える「完
かん

全
ぜん

変
へん

態
たい

」と、幼
よう

虫
ちゅう

と成
せい

虫
ちゅう

であまり姿
すがた

が変
か

わらない「不
ふ

完
かん

全
ぜん

変
へん

態
たい

」が
あります。 昆

こん

虫
ちゅう

類
るい

の変
へん

態
たい

変
へん

態
たい

する生
い

きものの代
だい

表
ひょう

カエルやサンショウウオなどの両
りょう

生
せい

類
るい

では、こどものときは水
すい

中
ちゅう

で
の生

せい

活
かつ

に都
つ

合
ごう

のよい体
からだ

になっていますが、おとなになると陸
りく

上
じょう

での
生
せい

活
かつ

にあった体
からだ

のつくりに変
へん

化
か

します。

両
りょう

生
せい

類
るい

の変
へん

態
たい

水
すい

中
ちゅう

から陸
りく

上
じょう

へすむ場
ば

所
しょ

を変
か

える
P. 28

エビやカニなどの甲
こう

殻
かく

類
るい

には、こども
のときは、水

すい

中
ちゅう

を泳
およ

いでくらすのにむ
いた体

からだ

の形
かたち

をしていて、おとなになる
と、水

みな

底
そこ

を歩
ある

くのにあった姿
すがた

に変
へん

化
か

す
るものがいます。

甲
こう

殻
かく

類
るい

の変
へん

態
たい

生
う

まれたばかりのころは
成
せい

体
たい

とまったくちがう姿
すがた

P. 30

ウニやヒトデなどのなかまは、棘
きょく

皮
ひ

動
どう

物
ぶつ

とよばれます。こどものときは、
海
うみ

の中
なか

をただよってくらすための姿
すがた

をしていますが、おとなになると、
海
かい

底
てい

でのくらしにあった体
からだ

の形
かたち

に変
へん

化
か

します。

棘
きょく

皮
ひ

動
どう

物
ぶつ

の変
へん

態
たい

海
かい

中
ちゅう

をただよっていた幼
よう

生
せい

は
海
かい

底
てい

に着
つ

くと大
だい

変
へん

身
しん

P. 32

成
せい

長
ちょう

する過
か

程
てい

で体
からだ

の形
かたち

を変
へん

化
か

させる
魚
さかな

と、変
へん

化
か

させない魚
さかな

がいます。こ
どもとおとなで、生

せい

活
かつ

する場
ば

所
しょ

が大
おお

きく変
か

わる種
しゅ

類
るい

に変
へん

態
たい

が見
み

られます。魚
ぎょ

類
るい

の変
へん

態
たい

2000キロメートルの
旅
たび

を経
へ

て日
に

本
ほん

へ P. 34

完
かん

全
ぜん

変
へん

態
たい

さなぎにならず
に

成
せい

虫
ちゅう

に変
へん

身
しん

P. 22   不
ふ

完
かん

全
ぜん

変
へん

態
たい

P. 4

幼
よう

虫
ちゅう

が食
た

べる植
しょく

物
ぶつ

の種
しゅ

類
るい

はどうして決
き

まっているの？･･････P.14
おそろしい天

てん

敵
てき
･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････P.15

ホタルは卵
たまご

や幼
よう

虫
ちゅう

、さなぎも光
ひか

る！････････････････････････････････P.17
さなぎになる昆

こん

虫
ちゅう

・ならない昆
こん

虫
ちゅう
････････････････････････････････････P.20

アゲハ編
へん
･････････････････････････････････････････････････････････････P.36

トンボの幼
よう

虫
ちゅう

（ヤゴ）編
へん
････････････････････････････････P.38

さくいん･････････････････････････････････････････････････････････････P.40

成
せい

長
ちょう

する中
なか

で
体
からだ

の形
かたち

を変
か

えることを
変
へん

態
たい

というよ

なるほどコラム 羽
う

化
か

させてみよう

＊この本
ほん

に書
か

かれている季
き

節
せつ

は関
かん

東
とう

地
ち

方
ほう

のものです

32

柴
しば

田
た

先
せん

生
せい



アゲハアゲハ

幼
よう

虫
ちゅう

が丸
まる

っこいのは
脱
だっ

皮
ぴ

がしやすいから
大
おお

きなはねでヒラヒラと飛
と

ぶアゲハ。
その幼

よう

虫
ちゅう

は、カブトムシと同
おな

じような
イモムシです。体

からだ

を大
おお

きくすることが
幼
よう

虫
ちゅう

の役
やく

割
わり

なので、脱
だっ

皮
ぴ

をするときに
皮
かわ

をぬぎやすいように、体
からだ

の出
で

っぱり
が少

すく

なくなっています。幼
よう

虫
ちゅう

は植
しょく

物
ぶつ

の
枝
えだ

を移
い

動
どう

して葉
は

を食
た

べるので、おなか
には枝

えだ

がつかめる特
とく

別
べつ

な足
あし

が5対
つい

あり
ます。やがて幼

よう

虫
ちゅう

はさなぎになり、大
おお

きなはねのある成
せい

虫
ちゅう

へと変
へん

態
たい

。成
せい

虫
ちゅう

は
エサになる花

はな

のみつや結
けっ

婚
こん

相
あい

手
て

を求
もと

め、
飛
と

びまわる毎
まい

日
にち

をおくります。

1齢
れい

幼
よう

虫
ちゅう

（ふ化
か

直
ちょく

後
ご

の幼
よう

虫
ちゅう

）

3齢
れい

幼
よう

虫
ちゅう

成
せい

虫
ちゅう

終
しゅう

齢
れい

幼
よう

虫
ちゅう

（さなぎになる直
ちょく

前
ぜん

の幼
よう

虫
ちゅう

）

春
はる

から秋
あき

、メスは幼
よう

虫
ちゅう

のエサになるミカン科
か

の植
しょく

物
ぶつ

の
芽
め

に卵
たまご

を産
う

みつけます。卵
たまご

の大
おお

きさは1ミリメートル
ほど。1匹

ぴき

のメスは合
ごう

計
けい

200個
こ

くらい産
う

みます。 1週
しゅう

間
かん

ほどで卵
たまご

がふ化
か

し、幼
よう

虫
ちゅう

が生
う

まれます。大
おお

きさは
4ミリメートルくらいで体

からだ

には毛
け

が生
は

えています。卵
たまご

の
殻
から

は幼
よう

虫
ちゅう

が食
た

べてしまいます。

約
やく

2週
しゅう

間
かん

で2回
かい

脱
だっ

皮
ぴ

をした3齢
れい

幼
よう

虫
ちゅう

の体
からだ

の色
いろ

は、
黒
くろ

地
じ

に白
しろ

い線
せん

が入
はい

っています。鳥
とり

のフンのふり
をして、天

てん

敵
てき

から身
み

を守
まも

るのです。
さらに約

やく

1週
しゅう

間
かん

で3回
かい

目
め

、4回
かい

目
め

の脱
だっ

皮
ぴ

をすると、緑
みどり

色
いろ

の終
しゅう

齢
れい

幼
よう

虫
ちゅう

になり、これ以
い

上
じょう

は大
おお

きくなりません。おどろくと頭
あたま

か
らオレンジ色

いろ

のくさいツノをのばして威
い

かくします。

アゲハの変
へん

態
たい

卵
たまご

チョウ目
もく
アゲハチョウ科

か
　●大

おお
きさ：60〜90ミリメートル（はねを広

ひろ
げた横

よこ
の長
なが
さ）●分

ぶん
布
ぷ
：日

に
本
ほん
全
ぜん
国
こく

植
しょく

物
ぶつ

になりすますグリーンの体
からだ

さなぎから出
で

はじめ
ている成

せい

虫
ちゅう

さなぎの
中
なか

で

姿
すがた

が大
おお

きく変
へん 化

か !さなぎ
終
しゅう

齢
れい

幼
よう

虫
ちゅう

になってから約
やく

1週
しゅう

間
かん

でさなぎになりま
すが、その日

にっ

数
すう

は気
き

温
おん

に
よって変

か

わります。また、秋
あき

にさなぎ
になった場

ば

合
あい

は冬
ふゆ

を越
こ

し、次
つぎ

の年
とし

の 
3月

がつ

から4月
がつ

に羽
う

化
か

します。成
せい

虫
ちゅう

の寿
じゅ

命
みょう

は10日
か

から2週
しゅう

間
かん

ほどです。

身
み

近
ぢか

で見
み

られる

大
おお

きなチョウの
代
だい

表
ひょう

変
へん

身
しん

度
ど

 ★★★ 昆
こん

虫
ちゅう

類
るい

の変
へん

態
たい

（完
かん

全
ぜん

変
へん

態
たい

）●●
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変
へん

態
たい

する過
か

程
てい

でさなぎになる昆
こん

虫
ちゅう

と、さな
ぎにならない昆

こん

虫
ちゅう

がいます。さなぎになる昆
こん

虫
ちゅう

の変
へん

態
たい

は「完
かん

全
ぜん

変
へん

態
たい

」とよばれ、幼
よう

虫
ちゅう

と成
せい

虫
ちゅう

の姿
すがた

がちがいます。多
おお

くの場
ば

合
あい

、幼
よう

虫
ちゅう

はイ
モムシのような体

からだ

で脱
だっ

皮
ぴ

がしやすく、大
おお

きく
なるのに適

てき

した体
からだ

になっています。でも、幼
よう

虫
ちゅう

の体
からだ

のままでは遠
とお

くに移
い

動
どう

ができず、結
けっ

婚
こん

相
あい

手
て

も見
み

つけられません。そのため、さなぎ
になって、はねのある体

からだ

に大
おお

きく作
つく

りかえる

必
ひつ

要
よう

があるのです。
いっぽう、さなぎにならない昆

こん

虫
ちゅう

の変
へん

態
たい

は、
「不

ふ

完
かん

全
ぜん

変
へん

態
たい

」とよばれ、幼
よう

虫
ちゅう

と成
せい

虫
ちゅう

の姿
すがた

が
ほとんど同

おな

じです。幼
よう

虫
ちゅう

は脱
だっ

皮
ぴ

をくり返
かえ

して
成
せい

長
ちょう

し、さなぎにならずに長
なが

いはねをもった
成
せい

虫
ちゅう

になります。幼
よう

虫
ちゅう

の体
からだ

が、成
せい

虫
ちゅう

とあまり
変
か

わりがないので、大
おお

きく体
からだ

のつくりを変
か

え
る必

ひつ

要
よう

がなく、さなぎにならなくても成
せい

虫
ちゅう

に
なることができるのです。

さなぎになる昆
こん

虫
ちゅう

・ならない昆
こん

虫
ちゅう

なるほどコラム
卵
たまご

から幼
よう

虫
ちゅう

が生
う

まれて、脱
だっ

皮
ぴ

をくり返
かえ

しながら
大
おお

きくなり、さなぎにならずに成
せい

虫
ちゅう

になります。
代
だい

表
ひょう

的
てき

な不
ふ

完
かん

全
ぜん

変
へん

態
たい

の昆
こん

虫
ちゅう

であるバッタやカメム
シは、幼

よう

虫
ちゅう

から成
せい

虫
ちゅう

になってもあまり姿
すがた

にちがい
がありません。

ところが同
おな

じ不
ふ

完
かん

全
ぜん

変
へん

態
たい

でも、トンボは幼
よう

虫
ちゅう

と
成
せい

虫
ちゅう

とで姿
すがた

が変
か

わります。これは幼
よう

虫
ちゅう

と成
せい

虫
ちゅう

で

くらす場
ば

所
しょ

がちがうからで、水
すい

中
ちゅう

で生
せい

活
かつ

する幼
よう

虫
ちゅう

は、空
くう

中
ちゅう

を飛
と

びまわる成
せい

虫
ちゅう

になるときに、体
からだ

のつ
くりを大

おお

きく変
か

えるのです。

不
ふ

完
かん

全
ぜん

変
へん

態
たい

（さなぎにならない）

さなぎにならずに
成
せい

虫
ちゅう

になる

完
かん

全
ぜん

変
へん

態
たい

（さなぎになる）

卵
たまご

から幼
よう

虫
ちゅう

が生
う

まれて、脱
だっ

皮
ぴ

をくり返
かえ

して大
おお

きくなり、さなぎになって体
からだ

のつくりを大
おお

きく変
か

え、成
せい

虫
ちゅう

になります。幼
よう

虫
ちゅう

は大
おお

きくなることに
集
しゅう

中
ちゅう

し、とにかくエサを食
た

べて脱
だっ

皮
ぴ

をくり返
かえ

しま
す。そのため、イモムシのような体

からだ

は脱
だっ

皮
ぴ

がしや
すく、成

せい

長
ちょう

するのに都
つ

合
ごう

がいいのです。
いっぽう、成

せい

虫
ちゅう

は、空
そら

を飛
と

んで結
けっ

婚
こん

相
あい

手
て

を探
さが

し、
子
し

孫
そん

を残
のこ

すことが役
やく

割
わり

。幼
よう

虫
ちゅう

の姿
すがた

のままではそれ
ができないので、さなぎになって体

からだ

のつくりを大
おお

きく変
か

えて、長
なが

いはねと生
せい

殖
しょく

器
き

官
かん

（子
し

孫
そん

を残
のこ

すた
めの器

き

官
かん

）がある成
せい

虫
ちゅう

の体
からだ

になるのです。

これは、アブラゼミの幼
よう

虫
ちゅう

。
土
つち

の中
なか

でどのくらいすごす？

卵
たまご

幼
よう

虫
ちゅう

さなぎ 成
せい

虫
ちゅう

卵
たまご

幼
よう

虫
ちゅう

成
せい

虫
ちゅう

さなぎの中
なか

で
ドロドロにとけて
   姿

すがた

が大
おお

きく
   変

か

わるよ

Q

昆
こん

虫
ちゅう

類
るい

の変
へん

態
たい

●●
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アゲハの卵
たまご

や幼
よう

虫
ちゅう

を見
み

つけたら、飼
し

育
いく

してみま
しょう。育

そだ

て方
かた

をきちんと理
り

解
かい

すれば羽
う

化
か

させるこ
とは難

むずか

しくありません。さなぎから羽
う

化
か

する瞬
しゅん

間
かん

は
何
なん

回
かい

見
み

ても感
かん

動
どう

的
てき

です。成
せい

虫
ちゅう

を飼
し

育
いく

するのは難
むずか

しい
ので、羽

う

化
か

したら外
そと

に放
はな

してやりましょう。

（必
ひつ

要
よう

なもの）

●ミカン科
か

の植
しょく

物
ぶつ

●�飼
し

育
いく

用
よう

プラケース

●�空
あ

きびんか 
フィルムケース

●�ティッシュぺーパー

●�綿
わた

アゲハの幼
よう

虫
ちゅう

は、ミカン科
か

の植
しょく

物
ぶつ

の葉
は

し
か食

た

べないので、ミカンやサンショウな
どの葉

は

をあたえます。なるべく枝
えだ

先
さき

のや
わらかい部

ぶ

分
ぶん

をあたえましょう。

＊写
しゃ

真
しん

のさなぎはアオスジアゲハ

ティッシュ
ペーパーなどを
しいておく

プラケースの中
なか

のしっけ
を吸

きゅう

収
しゅう

したり、フンのそう
じも楽

らく

になるので、ティッ
シュペーパーをしきましょ
う。キッチンペーパーでも
問
もん

題
だい

ありません。

プラケースを
縦
たて

にして使
つか

おう
飼

し

育
いく

用
よう

のプラケースはホー
ムセンターなどで売

う

ってい
ます。縦

たて

に使
つか

うと、長
なが

い枝
えだ

が入
い

れられるので便
べん

利
り

です。

空
あ

きびんなどに
エサとなる
植
しょく

物
ぶつ

の枝
えだ

をさす
水
みず

が入
はい

ったびんやフィルム
ケースなどに木

き

の枝
えだ

をさして
おくと、葉

は

がしおれません。
容
よう

器
き

の口
くち

は、幼
よう

虫
ちゅう

が水
みず

に落
お

ち
ないように、綿

わた

などでふたを
しておきます。生

せい

花
か

用
よう

の吸
きゅう

水
すい

スポンジをびんの中
なか

に入
い

れ
ておくのもよいでしょう。

ミカン サンショウ

卵
たまご

は春
はる

から秋
あき

に、アゲハのメスが、ミカン科
か

の植
しょく

物
ぶつ

の葉
は

に産
う

んでいるところを見
み

つけて、採
さい

集
しゅう

するのが
一
いち

番
ばん

かんたんです。幼
よう

虫
ちゅう

を見
み

つけて飼
か

う場
ば

合
あい

は、成
せい

長
ちょう

した緑
みどり

色
いろ

の終
しゅう

齢
れい

幼
よう

虫
ちゅう

は、寄
き

生
せい

バチなどに取
と

りつか
れている可

か

能
のう

性
せい

が高
たか

いので、なるべく黒
くろ

地
じ

に白
しろ

い線
せん

が入
はい

っている幼
よう

虫
ちゅう

にするとよいでしょう。

羽
う

化
か

が近
ちか

づいたさなぎは、うっすらと成
せい

虫
ちゅう

の
模

も

様
よう

が見
み

えてきます。羽
う

化
か

してからしばらく
たつと、成

せい

虫
ちゅう

は指
ゆび

にとまってくれるので、そ
のまま外

そと

に放
はな

してやりましょう。

飼
し

育
いく

のポイント

卵
たまご

・幼
よう

虫
ちゅう

を見
み

つけてみよう

プラケースのふたの裏
うら

など見
み

えない場
ば

所
しょ

で、
幼
よう

虫
ちゅう

がさなぎになってしまうことがよくあり
ます。そんなときは、三

さん

角
かく

形
けい

に丸
まる

めた紙
かみ

をボ
ンドやセロハンテープなどでわりばしに固

こ

定
てい

し、ホルダーを作
つく

ってみましょう。プラケー
スの中

なか

のさなぎを一
いち

度
ど

取
と

りはずして（くっつ
いているところの糸

いと

を切
き

る）、そのホルダー
に入

い

れます。さなぎの3分
ぶん

の1くらいが入
はい

る
大
おお

きさがよいでしょう。

さなぎになったら

エサ
羽
う

化
か

を観
かん

察
さつ

しよう

アゲハ編
へん

羽
う

化
か

させてみよう
羽
う

化
か

させてみよう●●
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